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３ 要旨 

気象庁では、福島県海域を含む関東の東海域で水温が長期的に上昇していることが確認されて

いるが(1、本県海域においては整理がされていない。そのため、福島県海域における水温の長期

変動の整理を目的とし、福島県海洋観測結果（1970 年 1 月～2023 年 9 月）を解析した結果、

本県沿岸の海面水温の年変動及び一部の季節別変動では上昇傾向が窺えたが、水深 100ｍでは

上昇傾向はみられなかった。                                                                                                                    

（１） 30 海里、50 海里以内の海面では上昇傾向が窺えたが

（ｐ<0.01）、水深 100ｍでは有意な変動傾向はみら

れなかった（図）。 

（２） 季節別に解析した結果、海面の 30 海里以内では春・

夏・秋、50 海里以内では夏・秋で上昇傾向が窺えた

（ｐ<0.1～0.01）。一方、水深 100ｍではいずれの季

節においても有意な変動傾向はみられなかった。 

（３） 気象庁による関東の東海域の海面水温データを用

い、1970 年から 2022 年の年偏差を求め、同期間に

おける福島県の海面水温の年偏差と比較した結果、

気象庁では+1.14℃/53年、30海里以内で+1.96℃/53

年、50 海里以内では+2.01℃/53 年であり、本県沿岸

の方が水温の上昇傾向が強い可能性が示された。 
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